
業　種 気温℃

発生地 屋内･外

その他の事
業

28.0

胆振総合
振 興 局

屋 内

保健衛生業 29.1

石狩振興局 屋 外

製造業 32.0

十勝総合
振 興 局

屋 内

上記以外の
運輸業

27.3

石狩振興局 屋 外

清掃業 22.6

上川総合
振 興 局

屋 外

その他の事
業

23.7

石狩振興局 屋 内

上記以外の
運輸業

22.0

渡島総合
振 興 局

屋 外

上記以外の
運輸業

28.9

上川総合
振 興 局

屋 内

警備業 21.0

石狩振興局 屋 外

上記以外の
運輸業

24.1

石狩振興局 屋 外

建設業 28.7

石狩振興局 屋 外

令和８年　北海道内で発生した熱中症

（令和８年７月末日現在）

2

3

4

1
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№

5

6

9

7

10

11

11

127

6 18

7

北海道労働局労働基準部健康課

発生月日
発生
時刻

歳代
休業
程度
(日)

発 生 時 の 作 業

5

6 15 11 40歳代 1

15

製作ハウス等で、コンクリート製品の製造作業に従事
したときに、気温32度の高温環境下で、足がつったた
め近くに腰を下ろし回復を待っていたところ、めまいが
生じて倒れたもの。

6 3

1

屋外作業に従事していたところ、手のしびれ及び倦怠
感ならびに水分の吐き戻し等が発生した。

1

220歳代

15

2 18

30歳代 5
保育園の園庭での花壇の手入れや、園児の引率等の
屋外活動を行っていたところ、熱中症となったもの。

6 2 12

29 14 40歳代 1

6 2

4

4 12 50歳代

屋外における家庭ごみの収集作業において発症し
た。

10 40歳代 3

15 20歳代

6 4

貨物ターミナル駅構内において、車両の入換作業中
に体調不良となり病院へ受診したところ熱中症との診
断を受けた。

6

50歳代

ホテルのレストラン厨房において、ガス台の前で調理
作業を行っていたところ、熱中症となったもの。

30歳代 1

7

1

14

60歳代

60歳代

15 1

被災者は、マンションの新築工事において、建物10階
のコンクリート打設作業中、めまいがして座り込んだこ
とから、救急車で搬送されたところ、熱中症と診断され
たもの。

調理作業中に調理機から発せられる熱により、調理
場の一部の気温が28度となり、さらに来客数が多く水
分補給する時間が取れず、熱中症となったもの。

警備業務に従事する段階ですでに頭痛があったが、そのま
ま作業に従事し、作業終了にかけて痛みが強くなった。終
了後他従業員と待機していた際に頭痛及び倦怠感を訴え
受診したところ、熱中症との診断を受けた。

屋外車庫付近において、点呼のため待機中、意識が
薄れ倒れこんだため救急搬送されたもの。

床下ピット内での車両の車輪取替作業において発症
した。
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業　種 気温℃

発生地 屋内･外

令和８年　北海道内で発生した熱中症
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№

北海道労働局労働基準部健康課
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建設業 29.9

上川総合
振 興 局

屋 内

建設業 30.7

上川総合
振 興 局

屋 外

建設業 28.0

空知総合
振 興 局

屋 外

建設業 28.0

空知総合
振 興 局

屋 外

警備業 29.4

石狩振興局 屋 外

貨物運送業 21.3

石狩振興局 屋 外

22

12

13

14

7

19

15

17

18

20

21

7 40歳代

6

10歳代

7

16 16

1416 7 17

16

37 15 13

1060歳代

22

3

7 16 16 60歳代 1

9 30歳代

4
手工具での排水路横断管埋め戻し作業中、足がつ
り、症状が改善しないため、救急車にて医療機関を受
診、熱中症と診断されたもの。

50歳代 6
集荷場所においてトラックへの積み込み作業を行って
いたところ、頭痛やめまいの症状が出たため、早退し
受診したところ熱中症との診断を受けた。

元々体調不良であったにも関わらず、車両の誘導警
備を行っていたところ熱中症となり救急搬送された。

屋外で舗装道路の舗装作業中に発症した。

屋内駐車場のアスファルト舗装の手元作業中に発症
した。

午前8時30分から道路補修に伴う手元作業を行ってい
たところ、めまい症状が出現、意識が朦朧としていたこ
とから、医療機関を受診したもの。
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